
●検査適応の条件に該当するかご確認ください 提出された病理標本を検査に適しているか臨床病理科にて判定します
●患者さんへパネル検査について（HP患者さんへの説明事項参照）説明してください 検査に適した検体を指定し、貴院へご連絡いたします

FAX送付していただくもの　　※送信後は必ずご連絡ください
●受診予約申込書

●診療情報提供書 ●HE染色標本1枚（返却不可）

●病理組織報告書（過去の報告書をすべて添付してください） ●未染色標本10枚（返却不可）

●過去に遺伝学的検査を行ったことがある場合は、検査内容と検査結果がわかるもの または、ブロック

●適格基準チェックシート ※不明な点がございましたら、送付前にお問い合わせください

電話にて以下の事項について連絡いたします
●初診予約日（外来受診予約票をFAXいたします）

患者さんにご持参いただくもの
●外来受診予約票（③で届いたFAX用紙） エキスパートパネルの参加をご希望の場合、当院の会場までお越しください
●問診表 開催日時につきまして、担当医宛に別途メールにてご連絡いたします
●診療情報提供書（➁でFAXした原本）

●適格基準チェックシート（➁でFAXした原本）

●患者情報入力シート

●C-CAT登録事前確認書 患者さんに検査結果を説明し、報告書を主治医宛に作成します
●病理組織報告書（過去の報告書をすべて添付してください）

●病理組織検体（病理組織診断したプレパラート一式）

●遺伝子検査の結果すべて

●過去に検査をした画像診断のレポートすべて
●画像データ（CD-R）

がん遺伝子パネル検査 ＜組織検体＞ の受診の流れ（他医療機関より紹介受診の場合）
詳細について、必ず当院ホームページをご確認ください

※入院中の患者さんは結果説明日の変更が必要になる場合があります。入院中や入院
予定の場合は必ず当院にご連絡ください。

指定された検体のHE染色標本1枚（返却不可）と未染色標本10枚（返却不可）、
またはブロックをご準備いただき、追跡可能な方法で当院へご送付ください

検査会社へ検体を送付し、遺伝子解析を行います
※腫瘍細胞含有量が低いなどの理由で解析が進まない場合は、遺伝子診療科医師が
　紹介元病院の主治医へ連絡し方針の相談をします

※患者さん本人の受診ができない場合は、本人が同意した家族の診察でも可能です
　が、事前にご連絡ください。
※検査の結果、遺伝性腫瘍の遺伝子変異が見つかった場合、本人やご家族の要望によ

2⃣ 受診予約申込書および診療情報提供などをFAXでお送りください 

3⃣ 検査の適応有無を確認後、初診予約日をご連絡いたします 

4⃣ 必要書類を準備いただき、患者さんに受診日の連絡をお願いします 

紹介元主治医 

旭中央病院 遺伝子診療科 

紹介元主治医 

1⃣ 検査の適応についてご確認ください 紹介元主治医 

※書類や検体に不備がある場合は診療を延期とさせて
いただきます。書類の必要項目全てに記載ください。 

※当院で書類を確認後、修正依頼させていただくこと
があります。  

6⃣ 検体の判定 旭中央病院 遺伝子診療科 

7⃣ 指定された検体の準備をしご送付ください 紹介元主治医 

8⃣ 解析依頼 旭中央病院 遺伝子診療科 

9⃣ エキスパートパネル開催（検査結果に対する専門会議） web 開催 

10 診察2回目 旭中央病院 遺伝子診療科 



●採血結果

遺伝子診療科医師より検査の内容や費用などの説明をします 患者さんの診療継続をお願いします
検査について同意が得られたら、同意書に署名していただきます
※全身状態や診察結果から検査をお断りすることもあります

C-CAT情報更新のため、追跡調査をお願いしております。半年～1年ごとに紹介元主治医宛に
郵送致しますのでご記入の上、ご返送ください。主治医が退職などで貴院にいらっしゃらない
場合でも貴院代理医師にて追跡調査をご提出ください。

り、遺伝性腫瘍の詳細な説明やカウンセリングを後日受けることができます。

5⃣ 診察1回目  旭中央病院 遺伝子診療科 11 患者さんの診察継続・情報提供の継続をお願いします 紹介元主治医 
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